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教師のメンタルヘルスに及ぽすサポートグループ参加の効果†

　　　　　　　　～自尊感情，バーンアウトの視点から～

　　　　　　　曽山和彦＊

秋田県教育庁特別支援教育課

　　　　　　　本間恵美子一

　　秋田大学教育文化学部

　本研究では，教師のメンタルヘルス問題にっいて，校外のサポート機能に焦点を当て，

目尊感情及びバーンアウトの視点から検討を行った．本研究の対象は，目主的にカウンセ

リングを学び合うサポートグループ参加教師25名であり，実験群とした．実験群は，グルー

プヘの10回の参加回数を基準にして，高群と低群の2群に分けた，また，一般の公立学校

教師255名を対照群とした．実験群に対しては，自尊感情，バーンァウトを測定する質問

紙調査を実施した．対照群に対しては，バーンアウトを測定する質問紙調査を実施した．

その結果，高群は，低群に比べて自尊感情が高く，対照群に比べてバーンアウト合計が低

いことが明らかになった．また，バーンアウトの下位尺度である個人的達成感低下が低い

ことも明らかになった．さらに，高群の自尊感情はバーンアウトに対する負の予測変数で

あることも明らかになった，これらのことから，サポートグループヘの参加は，参加者の

目尊感情向上やバーンアウト軽減に影響を及ぼすことが示唆された．

キーワード：メンタルヘルス，サポートグループ，目尊感情，バーンァウト

1　問題

　不登校やいじめ，そして昨今のLD・ADHD・高

機能自閉症等の軽度発達障害を有する児童生徒への

対応など，頻発する学校生活上の諸問題は，教師の

メンタルヘルスに大きな影を落としていると考えら

れる．教師のメンタルヘルス問題は，日常的にかか

わる児童生徒に直接影響を及ぼす可能性が高いだけ

に，けっして見過ごすことのできない重要な問題で

ある．文部科学省（2005）によれば，2004年度にう

つ病などの精神疾患により休職した公立学校教師は

3，559人であり，前年度より365人増え，全病気休職
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者中の56．4％にも及んでいる．これは12年連続の増

加であり，10年前に当たる1994年度の約3倍になっ

ており，教師の精神的ストレスが強くなっているこ

とがうかがえる．

　教師のメンタルヘルス問題は，教師バーンアウト

研究として注目されてきている．バーンアウトとは，

「極度の身体疲労と感情の枯渇を示す心身の症候群」

（Maslach，1976）であり，教育・医療・福祉など

のヒューマンサービスを提供する職場で出会うこと

が多いストレスであるとされる（田尾・久保，1996）．

田村・石隈（2001）は，中学校教師のバーンアウト

と被援助志向性との関連にっいて調査し，同僚の教

師から援助を受けることに抵抗感が少ない教師はバー

ンアウトに陥りにくいことを示唆している．また，

八並・新井（2001）は，高等学校教師のバーンアウ

ト規定要因を検討し，教師の個人的な性格特性以上

に多忙性や校内の教師間の人間関係といった組織特

性が強く作用していることを明らかにしている。こ

のように，校内における良好な相互援助関係が構築
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されていれば，教師はバーンアウト状態に陥ること

は少なくなり，メンタルヘルスも維持されやすくな

るだろうということは容易に推測できることである。

しかしながら，品田（2002）が指摘するように，教

師評価制度の導入以来，管理職や同僚との関係性が

大きなストレスとなってメンタルヘルスを損なって

いる可能性も考えられる．その点に関して，田村・

石隈（2001），伊藤（2002）は，品田同様，校内に

おける相互援助関係の難しさを示唆した上で，スクー

ルカウンセラー等の外部専門家を活用することが効

果的であると指摘している．これらの先行研究から，

教師のメンタルヘルス問題解決の一つの方策として，

校内における相互援助関係，あるいは外部専門家に

よる援助等，教師を支える人的環境の整備に重要な

ポイントがあるのではないかということが考えられる．

　さらに，教師のメンタルヘルス問題解決の方策は，

ストレスマネジメントに関する先行研究からも多く

の示唆を得ることができる．川西（1995），岩上ら

（1998）は，ストレス反応の軽減に対する目尊感情

の影響を明らかにしている．水野・石隈（2005）は，

田村・石隈（2002）による被援助志向性と目尊感情

の関連を調査した研究結果を考察し，「他者に助け

を求めるにはほどよい自尊感情が必要である」と述

べている．これらの先行研究からは，教師の目尊感

情を高めることも，教師のメンタルヘルス問題解決

の方策として効果的であろうということが示唆され
る．

　本研究では，以上の先行研究の知見から，教師の

メンタルヘルス問題について，校外のサポート機能

に焦点を当て，自尊感情及びバーンアウトの視点か

ら検討するものである．学校という職場内ではなく，

校外にサポート機能を求める動きは，全国的に拡が

りつつある．河村（2002）は，日本カウンセリング

学会大会において「教師サポートの必要性と実際」

というシンポジウムを企画し，その中では，教科指

導上の問題についてカウンセリングを活用したスー

・f一ビジョンの会や学級経営に悩む教師による自助

グループ活動等の報告がなされている．しかしなが

ら，現時点において，客観的な視点でサポートグルー

プ参加の効果検証を行った研究は，我々が渉猟した

限り見あたらない．また，日本におけるこれまでの

教師バーンアウト研究を概観，整理した落合（2003）

によれば，効果測定を含んだ予防や対策の研究の少

なさも指摘されている．そこで，本研究では，教師
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を中心とした参加者同士の相互援助関係を基盤とし

て学び合うサポートグループを対象とし，グループ

ヘの参加が参加者のメンタルヘルスに及ぼす影響を

目尊感情及びバーンアウトの視点から考察すること

を目的とする．

■　サポートグループの概要

1．　実施期間・場所・参加者

　2001年4月から2003年6月の間に，毎月1～2回，

公共の研修施設にて実施し，1セッションは4時間

で構成された．参加者は合計79名であり，男女の内

訳は男性124名，女性155名，年代の内訳は20代：

37名，30代：26名，40代：8名，50代：8名であっ

た．参加者の多くは公立学校教師であったが，臨床

心理士，適応指導教室指導員，教育委員会関係者，

大学生等の参加もあった．

2．サポートグループの構成

（1）グループの目的

　グループの目的は，不登校やいじめ，学級崩壊な

ど，学校現場で起きている様々な問題の予防や解決

に向け，教師をはじめとし，子どもにかかわる大人

は何ができるのかということにっいて，参加者同士

が考え，支え合い，高め合うことである．子どもに

かかわる際のヒントを得るための指標を，カウンセ

リングの理論や技法に求め，特に，「予防的・開発

的カウンセリングにおける人間関係開発の技法，ふ

れあいと目己発見のための技法」（國分・片野，

2001）として定義されている構成的グループエンカ

ウンター（以下，SGE）を中心に学んでいるグルー

プである．

（2）　グループのリーダー

　リーダーは，大学院でカウンセリングを学び，学

校心理士，上級教育カウンセラー等の資格を有する

3名（中学校教師，適応指導教室指導員，第一筆者）

が担当した．なお，この3名はグループ発足の中心

メンバーである．

（3〉活動内容

　主に学校の教育活動に生かせるカウンセリング理

論や技法について，演習と講義を組み合わせて学ぶ

ことを中心に構成した．毎回，活動の始まりには，

ウォーミングアップエクササイズであたたかな雰囲

気をつくり，活動の終わりにはシェアリングでお互

いの気づきを共有できるよう，SGEの手法を取り
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入れて，活動を展開した．

（4）セッションの流れ

①ウォーミングアップ：参加者が緊張をほぐし，あ

たたかい雰囲気を集団内につくれるように，10分程

度の時間でできるようなショートエクササイズを，

何種類か組み合わせて行う。（例）「後出しジャンケ

ン」，「質問ジャンケン」，「バースデーライン」，「ネー

ムゲーム」等．

②講義：参加者が教育に生かせるカウンセリングの

理論や技法について学べるように，30分程度のショー

ト講義を行う．（例）「構成的グループエンカウンター

とは？」，「アイメッセージとは？」等．

③演習：参加者が自己発見を促進できるように，

SGEの6っのねらいである，「自己理解」，「目己受

容」，「自己表現・自己主張」，「感受性促進」，「信頼

体験」，「役割遂行」に基づくエクササイズを行う．

なお，エクササイズは，國分（1996）によるエクサ

サイズ集を参考にした．（例）「トラストウォーク」，

「二者択一」，「気になる自画像」等．

④シェアリング（振り返り）：エクササイズに取り

組んでみて，「感じたことや気づいたこと」を参加

者問で共有することがシェアリングのねらいである。

参加者は自分の思いを語る，他の参加者の思いを聞

くことにより，エクササイズのねらいが促進される．

ショートシェアリングで10分程度，ロングシェアリ

ングで30分程度設定する．

皿　方法

1．調査対象

　実験群として，2001年4月から2003年6月の間に

サポートグループに複数回参加した40名を対象とし

た．そのうち，回答のあった25名（小学校教師8名，

中学校教師3名，高等学校教師7名，特殊教育学校

教師2名，特殊学級担当教師1名，臨床心理士1名，

適応指導教室指導員2名，教育委員会関係者1名）

のデータを分析の対象とした．実験群は，グループ

ヘの参加回数が10回以上の者を参加高群（15名），

10回未満の者を参加低群（10名）とした．参加高群

の内訳は10回以上15回未満参加2名，15回以上参加

13名であり，参加回数メディアンは19であった．ま

た，参加低群の内訳は5回以上10回未満参加8名，

5回未満参加2名であり，参加回数メディアンは
6．5であった．

　また，対照群として，公立学校教師270名を対象
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とした．そのうち，記入漏れのあったものを除き，

255名（小学校教師80名，中学校教師52名，高等学

校教師27名，特殊教育学校教師26名，特殊学級担当

教師64名，校種未記入6名）のデータを分析の対象

とした．

2．調査時期

　質問紙調査は，2003年6月に実施し，実験群に対

しては電子メールによる回答を求め，対照群に対し

ては教育センター研修受講時に回答を求めた．

3．手続き
　実験群に対して，自尊感情尺度，MBI（バーン

アウト尺度Maslachls　Bumout　Inventory），目由

記述からなる質問紙調査を実施した．また，対照群

に対して，MBIのみの質問紙調査を実施した．各

尺度は次のとおりである．

（1）自尊感情尺度

　Rosenberg（1970）による目尊感情を測定する尺

度であり，10項目の質問で構成されている．サポー

トグループに参加する前に比べて，自分自身がどの

程度変化したか（回想比較法）について，5件法

（r大きくプラスに変化した」5点，rややプラスに

変化した」4点，「変わらない」3点，「ややマイナ

スに変化した」2点，「大きくマイナスに変化した」

1点）で回答する自己報告尺度である．

（2）MBI

　八並・新井（2001）が用いたMBIは，「情緒的

消耗感（心身ともに疲れ果てたという感覚）」は4

項目，「脱人格化（人を人と思わなくなる気持ち）」

は7項目，「個人的達成感の低下（仕事へのやりが

い感の低下）」は7項目の3因子，18項目の質問で

構成されている．「あなたは，半年間にどの程度，

それらの状態を経験しましたか」という問い方であ

り，バーンアウトの状態を感じているほど得点が高

くなるように設定された5件法（「いっもある」5

点，「しばしばある」4点，「ときどきある」3点，

rほとんどない」2点，「まったくない」1点）の自

己報告尺度である．

（3）自由記述

　サポートグループ参加の効果にっいて，「サポー

トグループにはどのような効果があると感じている

か」という問いに対する参加者の目由記述を求めた．
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IV　結果

1．　自尊感情尺度

　参加高群と参加低群の自尊感情にっいて比較する

ために，合計得点及び各質問項目の得点にっいて，

Mann－WhitneyのU検定により平均値の比較を行っ

た．その結果，全項目において，参加高群の得点は

参加低群の得点を上回り，統計的な有意差は，「私

は時々自分がてんでダメだと思う（逆転項目）」は

1％水準，「私はたいていの人がやれる程度には物

事ができる」は5％水準で認められ，参加高群は，

参加低群に比べて得点が高いことが明らかになった

（Table1）．

2．MBIバーンアウト尺度

　バーンアウト状態にっいて，参加高群，参加低群，

対照群の3群間に差があるかどうかを検討するため

に，バーンアウト合計得点及び3下位尺度（情緒的

消耗感，脱人格化，個人的達成感低下）の合計得点

にっいて，一元配置の分散分析を行った．その結果，

全ての変数において，参加高群く参加低群く対照群

の順に得点が低かった．統計的な有意差は，バーン

アウト合計得点，個人的達成感低下得点について5

％水準で認められ，LSD法による多重比較を行っ

たところ，両変数とも，参加高群は対照群に比べて

得点が低いことが明らかになった（Table2），

TabIe1　自尊感情尺度における参加高群，参加低群の平均点，標準偏差，及びU検定結果

質問項目 参加高群 参加低群 P ω値

1，私はすべての点で自分に満足している

2　私は時々自分がてんでダメだと思う（＊）

3．80（0，68）　3．40（0．70）

3．93（0，70）　3．00（0）

3　私は目分にはいくっか見どころがあると思っている　　4．07（0．80）　3．67（0．71）

4　私はたいていの人がやれる程度には物事ができる

5　私にはあまり得意に思うところがない（＊）

6　私はときどき確かに自分が役立たずだと思う（＊）

7　私は少なくとも自分が他人と同じレベルに立っだけ

　の価値ある人だと思う

8　もう少し自分を尊敬できたならばと思う（＊）

9　どんな時でも例外なく目分を失敗者だと思う（＊）

10私は自分自身に対して前向きな態度をとっていると

　思う

合計得点

4．07（0，88）　3．20（0．42）

3．93（0，88）　3．80（0．79）

4．07（0．88）　3．40（0．70）

3．87　（0．99）　　　3．30　（0．48）

3．80　（0，86）　　　3．40　（0．70）

4．07　（0，88）　　　3．40　（0．70）

4．20　（0．77）　　　4．00　（0．67）

3．98（0．74）　3．46（0．37）

，160 49．50

．002＊＊　　　　18．00

，263 48．50

．023＊　　　　34．00

．765

．080

。238

．285

．080

，531

，091

69．00

43．50

・53．50

55．50

43．50

63．00

44．00

　　　　〈括弧内の数値は標準偏差＞
（＊）印は逆転項目

＊＊ ＜．01＊P＜．05

Table2 MBIにおける参加高群，参加低群，対照群の各変数の平均点，標準偏差，

分散分析及び多重比較の結果

変数 参加高群 参加低群 群照対 F値 多重比較

バーンァウト合計　　2．28（0．52）　2．45（0．52）　2．63（0．50）　　3．77＊　　高群く対照群＊

情緒的消耗感 2．63（0，64）　2．80（L21）　3．00（0．73）　2，02

脱人格化 L79（0，55）　2．06（0．69）　2．12（0．65）　1．95

個人的達成感低下　　2．57（0．76）　2．64（0．57）　2，91（0．51）　　3，98＊　　高群く対照群＊

＜括弧内の数値は標準偏差＞ ＊＊ 〈．0！＊p〈．05

114 秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

Akita University



3．　自尊感情がバーンアウトに及ぽす影響

　参加高群，参加低群ごとに，自尊感情がバーンァ

ゥトに及ぼす影響を分析するために単回帰分析を行っ

た．独立変数として自尊感情合計得点を設定し，従

属変数としてバーンアウト合計得点，及び3下位尺

度（情緒的消耗感，脱人格化，個人的達成感低下）

得点を設定した．その結果，参加高群では，自尊感

情がバーンアウト合計（β＝一．565），情緒的消耗

感（β＝一．622），個人的達成感低下（β＝一．618）

に対し，5％水準で負の予測変数として影響を及ぼ

すことが明らかになった（Table3）．また，参加

低群では，自尊感情がバーンアウトに及ぼす影響は

認められなかった（Table4）．

4。　サポートグループ参加の効果に関する自由記述

　サポートグループ参加の効果にっいて，参加者の

自由記述をKJ法により項目ごとに整理した
（Table5），最も多く挙げられていたのは，「仲間

Table3　参加高群のバーンアウトに影響を及ぼす要因についての単回帰分析結果

独立変数 従属変数 重相関係数　　決定係数　　偏回帰係数

自尊感情 バーンアウト合計

　情緒的消耗感

　脱人格化

個人的達成感低下

．565

，622

．092

．618

．3！9

，387

．009

．381

．565＊

一，622＊

一．092

一．618＊

＊＊ ＜．01＊ρ〈、05

Table4　参加低群のバーンアウトに影響を及ぽす要因についての単回帰分析結果

独立変数 従属変数 重相関係数　　決定係数　　偏回帰係数

自尊感情 バーンァウト合計

　情緒的消耗感

　脱人格化

個人的達成感低下

，413

．438

．590

，284

，171

．192

．348

．081

．413

．438

，590

一．284

＊＊ 〈．01＊P＜．05

Table5　サポートグループの効果についての自由記述

＜仲間とのふれあい・支え合いの感覚（12件）＞

　様々な立場の人との出会いが楽しみ／自分を受け入れてもらえる／自分を拒否さ

　れたり非難されたりする心配が全くなく，他にはない安心感がある／仲間からプ

　ラスのストロークを受け取ることで心が癒されたという気持ちになる／自分が認

　められる感覚を味わえる／和やかな雰囲気があり心が安らぐ，等

くカウンセリング理論や技法の習得（5件）＞

　エクササイズを実体験できる／学びたい意欲を満足させてもらえる／教師として

　生徒との対話能力や集団をうまく導く技量を高められる，等

く自己への気づき（4件）＞

　自己盲点に気づくことができる／自分を振り返ることができる／自分自身を見っ

　けることができる，等
く自己の変容（4件）＞

　もともと自己開示の苦手な自分を変える機会になっている／考え方・自分の在り

　方の指針を得られる／学習会で学んだことを日常生活にも返して行動できる，等

くその他＞

　自分を心から出せる／自分の夢に近づくエネルギーをもらえる／力みなぎる感覚

　をもらえる／目から鱗が落ちる感覚を味わえる／勉強熱心な人たちに会い，自分

　も頑張ろうと思える／自分を試す場である／生き方のr道しるべ」のような存在

　になっている，等

（複数回答）

第28号　2006年
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とのふれあい・支え合いの感覚（12件）」であった．

ある参加者は，「はじめは自分の仕事に生かせるカ

ウンセリングの理論や技法を学ぶつもりで参加して

いたのに，回数を重ねるに連れ，みんなに会いたい

から参加している目分がいることに気づいた」と述

べていた．こうした自由記述の結果は，サポートグ

ループ参加がrメンバー同士が支え合う，高め合う」

という目的の達成に効果的であることを示唆するも

のである．

V　考察

1．　自尊感情に及ぽすサポートグループ参加の効果

　自尊感情は全ての質問項目において，参加高群は

参加低群よりも高い得点を示し，2項目において統

計的な有意差が認められた。これは，グループヘの

参加回数10回以上の参加者は，10回未満の参加者に

比べ，自尊感情が高まったというこどを示唆するも

のである，グループの活動においては，SGEのね

らいである「リレーションと目己発見」を重視して

いる．グループには，職場において認められる経験

の少なさから教師としての仕事に目信を失っている

人や，集団の中で人とかかわることに強い苦手意識

をもっている人が参加する場合もある．それ故に，

リーダーは，そうした参加者の状態に応じて，安心

かっ安全な内容となるよう，細心の注意を払って当

日のプログラムを構成している．このような配慮の

もとで毎回実施されているサポートグループである

からこそ，参加者は回数を重ねるたびに，自由記述

に示されたような，仲間とのふれあいや支え合いの

感覚，カウンセリング理論や技法の習得感をもっこ

とができるのだろう．そして，「私は時々自分がて

んでダメだと思う」という自己否定の感情が薄れる

とともに，「私はたいていの人がやれる程度には物

事ができる」という自信が生まれ，自尊感情の向上

にっながっているのではないかと推測される．

2．　バーンアウトに及ぼすサポートグループ参加の

　　効果

　バーンアウトは全ての変数において，参加高群く

参加低群く対照群の順に低い得点を示し，統計的な

有意差はバーンァウト合計得点，個人的達成感低下

得点の2変数にっいて，参加高群は対照群に比べて

得点が低いことが明らかになった．バーンアウト下

位尺度の一つである個人的達成感は，河村（2003）
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が教師のメンタルヘルス維持要因の一つとして指摘

している「やりがい感」とほぼ同義であると考えら

れる．それ故，参加回数が多いほど，個人的達成感

低下得点が低いという本研究の結果は，バーンアゥ

ト軽減に及ぼすグループ参加の影響を示唆するもの

であると考えられる．また，本研究のサポートグルー

プは目主参加のグループであり，学ぶことへの強い

モチベーションをもった各参加者故に，参加開始当

初からメンタルヘルスは良好であることが推測され

た．しかしながら，グループヘの参加回数10回以上

の参加高群のみが，対照群に比べて有意にバーンァ

ウト得点が低いという結果は，1で考察したとおり，

参加回数が増えることで自尊感情が高まり，それに

よってバーンアウトが軽減する可能性が高いという

ことを示唆しているのではないかと考えられる．こ

の点にっいては次に考察する，

3．　自尊感情がバーンアウトに及ぽす影響

　参加高群，参加低群ごとに，自尊感情がバーンァ

ウトに及ぼす影響を，単回帰分析によって検討した

結果，参加高群において，自尊感情はバーンアウト

に影響を及ぼす負の予測変数であることが明らかに

なった．このことから，グループヘの10回以上の参

加がある場合，目尊感情とバーンアウトの間の因果

関係が推測される．川西（1995），岩上ら（1998）

らの先行研究は，ストレス反応に対する自尊感情の

影響を指摘しているが，本研究では参加高群のみが

先行研究の知見に一致するものであった．このこと

は，先に1，2で考察したとおり，バーンアウト軽

減には，グループヘの継続的な参加によって自尊感

情が高まっていることが必要なのではないかと考え

られる．

VI総合考察
　本研究により，教師を中心とする参加者が相互援

助関係を基盤として学び合うサポートグループヘの

参加は，参加者の目尊感情向上やバーンアウト軽減

に影響を及ぼすことが示唆された．また，本研究で

設定した参加回数10回という基準により，自尊感情

の向上やバーンアウト軽減に差が生じたことから，

単発の参加ではなく，継続した参加が，より効果的

であろうということも示された．自由記述に示され

たように，参加者の多くは，自己を認められる環境

の中で，仲間とのふれあいや支え合いの感覚に魅力
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を感じたり，興味関心のあるカウンセリング理論や

技法を共に学び合う環境の中で，自己評価の感情で

ある自尊感情が高まっていくのではないかと考えら

れる．

　教師のメンタルヘルス維持・予防を考える上で，

特に，仲間とのふれあいや支え合い感覚の重要性に

っいては，田村・石隈（2001），八並・新井（2001）

にょる先行研究の中で指摘されている．この仲間と

のふれあいや支え合いの感覚は，不登校，いじめ，

軽度発達障害等の問題が頻発する現代の学校におい

て，教師のメンタルヘルスを左右する要因の一つで

はないかと考えられる．しかし，品田（2002）が述

べているように，職場の同僚，管理職との関係をス

トレスに感じている教師もいる．そうした場合には，

田村・石隈（2001），伊藤（2002）が指摘するよう

に，スクールカウンセラー等の外部専門家の活用も

考えられる．本研究の結果から，本研究の対象であ

るサポートグループもまた，校内の相互援助関係に

とらわれず，外部の相互援助関係に焦点を当てた，

教師のメンタルヘルス維持・向上のための効果的な

一方策として提言できるだろうと思われる．

　本研究では，サポートグループ参加の効果を論じ

るために，質問紙調査と自由記述という方法を取り

入れた．客観的な検証ということで，質問紙調査は

有効な方法であったと考えられるが，目尊感情にっ

いてはグループ参加前後を比較して回答するもので

あったこと（回想比較法），バーンアウトについて

は調査実施時の状態を回答するものであったことが

本研究の限界でもある．今後は，サポートグループ

ヘの新たな参加者に対する質問紙調査を実施し，そ

の後，10回，20回と回数を重ねたときに追調査を実

施することで，効果検証の精度が上がるだろうと考

えられる．また，参加者に対する半構造化面接の実

施により，目尊感情やバーンアウトの変容過程を聴

き取っていくことも効果検証の精度向上にっながる

だろうと考えている．
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Summary 
The present paper reports on the result of the 

research that examined whether a support group 

system would work effectively for school teachers 

to sustain self-esteem and to prevent burn-out. 

The experimental group consisted of 25 teachers 

who were participating in the support program 

on their own initiative. The group was further 

divided into two groups, high participants and 

low participants on the basis of attendance 

records. The control group consisted of 255 teach-

ers teaching at public schools. The experimental 

group responded to an inventory measuring 

self-esteem and the degree of burn-out. The 

control group responded to an inventory measur-

ing the degree of bunt-out. The results showed 

that the high attendance group exhibited a 

higher degree of self-esteem than the low atten-

dance group, and the lower degree of burn-out 

than the control group. It was also found that the 

high attendance group exhibited the lower degree 

of a sense of personal achievement comprising a 

sub-cornponent of the burnout scale. The degree 

of self-esteem in the high attendance group was 

found to be a negative predictor variable for the 

degree of burn-out. From these results, it was 

concluded that the support group system did help 

participants in a way in which they could 

increase self-esteem and reduce the risk of burn-

out. 

Key Words : Mental Health Care, Support Group, 

Self-Esteem, Burn-Out 
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